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5）手法利用の条件及び有効性
手法の利用条件としては，授業実践の結果，次のことが示唆された．
小学校で活用するための条件は，次の4つである．
　①用いるカードで主なものは教師が与える．
　②不足分のカードは生徒が追加作成する．
　③座標軸の内容は2つともはっきり区別，認識できることがらにする．
　④マッピソグ用紙は児童が作成する．
　⑤カード配置の理由をそれぞれのカードに対して記入する．
また，小学校での本手法の有効性については，次の6つがあげられる．
　①作成に時間がかからないので小学生でも利用可能である．
　②無意識に行った行動をマッピングすることによって，自己行動が具体的に意識され
　　る．
　③マッピングのプロセスで個々の思考が大切にされる．
　④マッピングに関わって学習した成果が授業全体を通して利用される．
　⑤ひとりひとりの学習が尊重され，また，保障される．
　⑥学習したことをひとりひとりの学習成果として実践に移すことができる手がかりを
　　得られる．
6．おわりに
　小学校題材r健康と衣服」の学習効果としては，次のことが明らかにされた．
　2次元イメージ拡散法でマッピングすることにより，児童がこれから学習する内容を実
際に使って生活していることがわかった．実践の能力のなかった児童は，学習を進めるこ
とによって実践能力を高めることができた．また，すでに学習内容を実践している児童は，
学習内容を構造的に知識として把握することができた．
　すなわち，実践していることをマッピングして評価してみると，個々の学習が尊重され
るとともに，学習したことを容易に実践に移すことができることが示唆された．
　また，できあがったマップは，授業構成者である児童と教師の双方にとって活用するこ
とができることもわかった。本論文では，児童にとっての活用方法に注目した．すなわち，
児童が自分の行動を自分の目で確認し，話し合いから全体の集団としての行動を知ること
ができたようである．一方，教師にとっては，ひとりひとりの児童の行動を個々のマップ
から観察し把握することができ，クラス集団としての行動のばらつきを知ることができた。
さらに，授業後の児童の変化を読みとることもできた．
　以上，小学校の家庭科被服学習であるr健康と衣服」の学習効果を明らかにするととも
に，ひとりひとりの児童の学習とその成果の活用を保障するような学習を成立させるため
にはどうしたらよいか，小学校における本手法利用の条件を明らかにし，その有効性を示
すことができた．
今後の課題としては，次のことがあげられる．
　①本手法を使わない授業との比較．
②家庭科におけるどの領域のどんな内容において利用できるか．
赤　崎：二次元イメージ拡散法を利用した授業の試み 77
③作業の手順を，学校学年段階によってどのように変えなければならないか．
④縦軸方向への拡散の基準をどう決めるか．
⑤マッピングしたものの分析をどのように行うか．
　最後に，本研究にご協力いただきました長崎市立茂木小学校の村田郁子先生，
の生徒の皆様に御礼申し上げます。
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